
G10 Conference に参加しました！ 

We discussed the topic in English;  
how can we realize a society that accepts diversity? 
私達は「多様性を受け入れる社会をどのように実現することができるか」を英語で議論しました！ 

～G10 Conference とは？～ 

外国語による高いコミュニケーション能力、異文化への理解や適応能力、国際貢献への意欲を育て、将来、

国際社会の様々な分野・組織で活躍できるグローバル・リーダーを育成するために、東京都教育委員会が１

０校の都立高校を「東京グローバル１０」に指定しています。その生徒達による取組の成果発表会が「G10

カンファレンス」です。 

「東京グローバル１０」：日比谷高校、深川高校、西高校、国際高校、千早高校、小平高校、小石川中等教育

学校、三鷹中等教育学校、立川国際中等教育学校、そして飛鳥高校。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

From now on, I will read more books and newspaper to 
acquire knowledge from different topics.  This also would 
make my vocabulary big.  I will discuss social problems 
and other topics with my friends on a daily basis to have a 
comprehensive mind. 
これからは、本や新聞をたくさん読んで、異なるトピックの知識を蓄えたいで

す。そうすることで、自分の語彙も増えるでしょう。広範囲な知性を身に付ける

ために、毎日友達と社会問題や他のトピックも議論してみようと思います。 

In the conference, I kept my eye upon an aging society in 
Japan.  We can’t stop the aging of the population.  
Therefore, we had better to set a goal to live with the 
elderly.  By listening to the opinions of various people, I 
was able to broaden my own thinking. 
この会議で、私は日本の高齢化社会に注目しました。私達には高齢化を止めること

ができません。だからこそ、私達は高齢者と共に生きていくことを一つの目標にし

た方が良いと思います。多様な人達の意見を聞いて、自分の考えが広がりました。 

It was a great opportunity for students, especially those 
who love to speak in English.  We were able to share 
our own unique thoughts and ideas to everyone.  The 
intelligence and knowledge of every student impressed 
and inspired me more. 
学生、特に英語を話す事が好きな人にとっては素晴らしい機会でした。独自

の考えやアイデアをみんなで共有することができました。全ての生徒の知性

と知識は、私にもっと感銘を与え、刺激を与えてくれました。 

What I found the most impressive was, although each group must’ve 
talked about different issues and solutions to the problems in the current 
society, a lot of groups focused on education, the school system, and how 
school can influence our thinking and approach to diversity. 
最も印象的だった事は、各グループが現在の社会問題に対する様々な問題と解決策を話

し合ったのだが、多くのグループが教育、学校制度、そして学校が私達の思考や多様性

へのアプローチをどのように影響を与えられるか、に焦点を当てた事でした。 


